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平成23年度地域支援活動基本‘情報一覧

吟
画

地域 鹿児島市 伊佐市(1) 伊佐市(2) 霧島市 枕崎市

日時 平成23年5月28日（土） 平成23年7月5日(火） 平成23年10月25日(火） 平成24年1月31日(火） 平成24年2月21日(火）

会場 鹿児島大学 大口元気こころ館

伊佐市

子ども交流支援センター

笑(すまいる）

霧島市

すこやか保健センター

社会医療法人慈生会

ウエルフェア九州病院

支援活動

内容

講演会

｢発達障害とその対応」

講演会

｢『子ども虐待｣を知る」

模擬事例検討会

｢子ども虐待」

講演会

｢落ち着きがない，

トラブルが多いなどの

子どもの支援について

～保護者へのつなぎを悩む

事例をとおして～」

講演会,事例検討会

｢発達障がい児・者への

支援について

～地域での生活を支える～」

講師 平川忠敏教授 士岐篤史准教授 土岐篤史准教授 服巻豊准教授 服巻豊准教授

参加人数 115名 153名 62名 87名 64名

主催 日曜学級運営委員会 伊佐市福祉事務所 伊佐市福祉事務所
霧島市

すこやか保健センター

社会医療法人慈生会

ウエルフェア九州病院

共催
鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

伊佐市教育委員会

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

鹿児島大学大学院

臨床心理学研究科

後援 南日本新聞社
伊佐市要保護児童連絡協議会

読売新聞西部本社

伊佐市要保護児童連絡協議会

読売新聞西部本社

枕崎市・南九州市・南さつま市

鹿児島県南薩地域振興局

南薩地区障害者相談支援

事業所連絡協議会

鹿児島県医療ソーシャル

ワーカー協会南薩ブロック

鹿児島県精神保健福祉士協会

鹿児島県社会福祉士会



伊佐市講演会配布資料

’岸和田中学生事件

・2004年,大阪･岸和田市で起こった，当時中学3年

生の長男を実父と衰弱死寸前まで虐待した事件

・保護された時．少年は身長155cmに対して体重24kg

・都市部で生死に関わる虐待が年長児に対して長期

間行われていた

・学校側は児童相談所に｢通告｣したと話し,児童相

談所は｢相談｣を受けて.2度保護者と話し合ったと

説明した

伊佐市子ども支援ネットワーク

｢子ども虐待｣を知る
1子ども虐待の現状

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

土岐篤史

P． ］11

3.被噛f辞望豚の年齢別榊成押ﾙ合
（平l此21㎡I叩延）

慨械峨・その他

z､品詞壁件

侭､森｡）

この事件の影響 その後

・2m4年.児童虐待防止法改正;家庭への立ち入り鯛査
や子どもの保迩に強制力をもたせる

.z、5年.児童福祉法改正.通告先に市町村が加わる

・2鋤8年.蕨市．桜井市の両親による幼児虚待死事件
（ネグレクト）

・2帥8年.厚労省発表;過去1年間での虚待死の子どもは
142人｡約8割は行政把握

・2m8年.児童虐待防止法改正;児童相麟所の強制立ち
入り調査

・2帥9年.虜待通告件数(児相分)44210件

・2010年.大阪2幼児放置死事件
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全国の児童相談所への子ども虐待の通告件数の推移4 5

子ども虐待とは

。「虐待｣という言葉のｲﾒｰジ

？悲惨？事件？非日常的現象？

・Zoo0年に制定された｢児童虐待の防止等に関する

法律｣(児童虚待防止法)？chiidabuseの訳語

・abu5e(アビューズ)は乱用．悪用．不当な扱いという

憲味

。「子ども虐待｣:子どもを利用して.親が自分の要求

が満たす関係

子どもの死亡原因

日本:男児は1~19歳まで｢不慮の事故｣が死因の

子どもの権利

・子ども虐待とは.子どもが心身共に安全で健やかに

育つ権利が侵害されている状態

？保護者が｢しつけ｣と思っていても､子どもにとって有

害であるか､子ども自身が苦痛を感じているかとい

う視点から,虐待と判断される場合がある

｢不慮の事故死|は先進国⑫17倍。家庭内ﾄｯブ。

の事故が約40％の推定

男女ともに10~19識までに｢自殺｣は死因のﾄｯ
ブ3に入る

・先進国:1歳からの死因のトップは｢保護者の虚待｣。
10歳以上は｢自殺｣が死因のﾄｯブ

※｢家庭内事故｣に虐待は含まれていないだろうか?

97 8

2J員捗烏鐙厨鍵亭制令
￥難W

子ども虐待の分類

欧米では｢子どものｱビｭｰスとネグレクト｣という形で
包括

『ｱピｭー ス｣;有害なことを行う;｢ﾈゲﾚｸﾄ｣:必要なこ
とを提供しない

日本の分類は

1）身体的虐待

2)性的虐待

3)ネグレクト

4)心理的虐待

※｢社会的虐待｣;z011年障害者虜待防止法

11

z子ども虐待の分類

10 12

43



1）身体的虐待

・子どもの身体に外傷を生じるような暴行を意図的に
加えること

・首を絞める､殴る､蹴る、投げ落とす、タバコの火を

押し付ける､熱湯をか|ナる､冬戸外に締め出すなど

生命･健康に危険のある行為

･社会が最初に注目する虐待:見た目でわかる,生命

に関わる

ネグレクトヘの関心

2006年度の虐待死事

例の分析において．ネ

グレクトによる死亡は

39.7％

身体的虐待とﾈゲﾚｸ

ﾄの報告割合は,近年，

ほぼ等しくなってきた

乳児揺さぶられ症候群(SBS)

・その多くは6ケ月以下の乳児(時には2,3歳の幼児

も）

・親などの養育者が激しく揺さぶる(壁や床に打ち付

｜ﾅる)ことで､脳障害Iこ至る

・虐待予防の重要性

・約40％の子どもが死亡,助かっても半数は重度の

脳障害

・単純な揺さぶりでは‘乳児の脳内出血は起きない

13
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3．子ども虐待のメカニズム
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3)性的虐待

・子どもにわいせつな行為をすること,させること

・子どもへの性的行為の強要･教唆､性器や性交を

見せる､ポルノグラフィーの被写体などに子どもを強
要するなどの行為

・性的虐待の全虐待に占める率(日本:約3％，欧米:

10～20％）

・欧米では性的虐待l土6歳.12歳をﾋﾟｰｸにした二峰

性;日本では幼少期の性的被害が見落とされている

・性的虐待者のほとんどが小児愛者ではない

17

代理ミュンヒハウゼン症候群

（MsBP）

・子どもの虚偽の病状,あるいは毒物や薬物などで

身体症状を作り出し.病院巡りをして人々の関心を

得ようとする

・親が子どもの体調について嘘の症状を訴えたり、故

意に病気にしたり､ケガを負わせたりして、不要な医

学検査･治療を繰り返し受|ナさせる

・親は献身的に看病する役割を演じる

20

子ども虐待の発生の3要素

1)親の要因:親の被虐待体験､社会的孤立、誤った

育児信念、自信喪失、未熟性・・・

2)子どもの要因:育てにくい子ども(愛着関係が難し

い.多勤など問題行動>、望まれない子ども.発達障

害

3)家庭生活の要因:生活困窮､夫婦不和､育児負担、

地域からの孤立

と］

44

2)ネグレクト

子どもの心身の健康的な成長･発達にとって必要なケア
を行わないこと

重大な病気になっても病院|こつれていかない､乳幼児
を家に残したまま度々外出する､乳幼児を車の中に放
置する､適切な食事を与えない､極端に不潔な環境の
中で生活させるなど保識の怠慢や拒否により健康状
態や安全を損なう行為

貧困問題とはﾇﾘに考える

｢非器質性成長障害｣:脳下垂体の活動低下

医療的ネグレクト‘歯科的ネグレクト

二重のﾈゲﾚｸﾄ(+社会ﾈグﾚｸﾄ）

15

4)心理的虐待

・子どもに著しい心理的外傷を与える言動を行うこと

・子どもの心を傷つけるようなこと繰り返し言う、無視

する､他の兄弟とは著しく差別的な扱いをするなど
心理的外傷を与える行為,DVによる心理的外爆

。「純粋な虐待｣;身体的虐待にせよ.性的虐待にせ

よ.子どもの心'二深刻なダメージを与えるのは虐待

の心理的側面(私は嫌われている.私はダメな人間
なんだ）

乳幼児突然死症候群

(suddeninfantdeathsyndrome:SIDS)

。主に1歳未満の乳幼児が何の予兆や既往もなく突

然死する原因不明の疾患

・2007年|こは158名が死亡(1995年には579

人);1歳未満の死因の第3位

・虐待死･外因死･窒息死などとの区別が難しい

18

21

親の要因

｢虐待心性評価尺度｣(西謬)

七因子:｢体罰肯定観」

「自己の欲求の優先傾向」

「子育てに対する自信喪失」

「子どもからの被害の認知」

「子育てに対する疲労･疲弊感」

「子育てへの完聖志向性」

「子どもに対する嫌悪感･拒否感」

24



被害的認知

.「子どもの存在,子どもの問題に困らされている｣?

「自分のことを馬鹿にした目で見た｣｢わざと自分を

困らせている｣という非現実的な認識

・ﾈグﾚｸﾄ的環境?「誰も自分のことを気にかけな

い｣｢いつも自分ばかり損している」

。「ダメな親｣という自己中心的認知が.子どもとの離

しさを感じたときに｢悪い子｣という過去のイメージを
自分の子Iこ重ねてしまう？子どもを(自分を)矯正し

てやる(逆転した同一視)

体罰肯定感

｢言っても聞かない時は叩いてでも教えるのが,しつ

け」

モデル学習の影響;「自分がそうしつけられた」

｢体罰が必要｣との背景は，自分がそう育てられ人

生害否定したくない意識:｢あの時.厳しくされたから
今の自分がある」

親の愛情についての葛藤の解決にも.体罰肯定が

関係している

自分の指示が無視させる不安も

親の幼少期体験と虐待傾向(西達）

身体被虐待？｢体罰肯定感｣?子どもへの身体的虚

待

被ﾈゲﾚｸﾄ?｢子どもからの被害の認知｣?子ども

へのネグレクト

心理的被虐待？｢自己の欲求の優先傾向｣？子ども

への身体的･心理的虐待

26 2725

子どもを育てる

｢子どもの幸せ｣が中心か,「自分の幸せ｣が中心か

幸せでないと良い子育てができないわ'ﾅではないが．

幸せでない状況(否定的自己認知，自己欲求の不

満足)は,虐待のリスクといえる

配偶者間暴力(DV)

・2009年の配偶者からの暴力事件20158件(2〔)01年

DV防止法前の約8倍）

．DV:多くは夫(男性)が性的に親密なパートナーを．

精神的な支配状態に置くことを目的にして.あらゆ

る暴力を使用して社会的lこ孤立させる状態

.DVは暴力によって維持される支配関係

。「夫の怒りによる緊張上昇｣?「夫の怒りの爆発によ

る暴力｣?「怒りの低減後の妻へのいたわり』

自己欲求の優先傾向

・自己欲求が満たされておらず‘大人になっても貝旦
の欲求への固執が起こる

・未熟性も関係するが，「自己実現｣欲求とも関係す

ることが多い

・依存欲求の不満も，子どもへの怒り'二転じやすい｡

子どもとの関係を利用して，自分の欲求を満たすな

どの役割逆転も

29 3028

加害男性の心理

・過去に自分の人生を自分でコントロールできなかっ

た､あるいは．自分の理想とギャップを抱えている

ケースが多い

・不遇な過去(迫害体験)‘高機能自閉症などの発達

障害，自力本願(過剰適応)・・・

。強い無力感を補うため,親密な他者にのみ絶対的

あり方をしないと気がすまない

暴力による支配の類型

・身体的支配:活動全般や立ち振る舞い‘衣装に至る
まで,指示通りに動くことを求める

・認知的支配:被害者の考え方や価値観を全否定し
て.加害者が自分の考えを押し付Iナる

・情緒的支配:怒りや悲しみなどの被害者の感情を否
定して,そうした感情をもつべきで|まないと主張する

・社会的支配:被害者の社会的活動を制限したり管
理したりする

・経済的支配:経済的管理を被害者にさせない

?被害者の｢無力化｣と加害者の｢理想化」

31

DVと子ども虐待

。DVと子ども虐待が同時に起こる確率;約50％

.しかし.DVが解決した後に．母子虐待が始まる場合

もすぐなくない(ネグレクト.心理的虐待）

。DVと性的虐待:他者への支配欲求に基づいた行為

32 33

性的虐待の影響

・幼少期は性的被害があっても.性的意味の理解が

難しい？身体的苦痛:身体的虐待｡思春期以降のト

ラウマ体験

・被害の影響|ま性器いじり.性化行動,性的な遊び

・思春期以降は.性的意味が理解できるので,性的

被害の様相が明確になる

・被害の影審は.精神症状．行動異常

子ども虐待に認められた併存症(杉山）

}函4．子ども虐待と発達障害

}函

}国
34 35 36

子ども虐待の影響

1愛蓋障害:愛着とは､乳幼児が不安に駆られたとき

に養育者によって不安をなだめる行動。対人関係の

基礎。自律的情動コントロールの基盤。トラウマから

の回復？困難に

2トラウマ性障害:解離とフラッシュバック:辛い経験

を切り離す｡記憶の断片がフラッシュバック｡経験に
よる学習が難しい

3.反社会的行動:反抗挑戦性障害，行為障害(非行）

?いずれも,専門的治療が必要'二なる

ご清聴ありがとうございました！発達障害と子ども虐待(杉山）

発達障害は子ども虐待を受けやすい(全体の5ﾖ%）

.特に知的な遅れのない自閉症スペクトラム障害

･自閉症スペクトラム障害の場合､母子共に該当する例
も少なくない

.子ども虐待の結果生じる愛着障害Iこは､発達障害に

非常に類似した症状が認められる

｡特に注意欠陥多動性障害と虐待系の多動は鑑別が

難しく､両方が掛け算になっている例も多い

子ども虐待そのものが､広範なそだちの障害を呈し､発

達障害と言わざるをえない臨床像を呈する

ヨフ

ThankYou

38 ﾖ9

45

併存症

自閉症スペクトラム障害

主意:欠陥多動性障害

その他の発達障害

反応性愛着障害

解離性障害

PTSlp

反抗挑戦性障害

行為障害(非行）
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霧島市講演会配布資料

2012.1.31

すこやか保健センター 発達障害児･者

。自閉症

･知的障害

･注意欠陥多動性障害

･学習障害

行動に注目される

霧島市保育士･保健師研修会

早期発見における理解と支援

鹿児島大学大学院臨床心理学歴科

服巻豊

I 2

一~媒暴言ｽﾉ更師表嘉一1I1/KRJLC/V/ZOV^JtV,^

7.鹿鵬から子どもたちの成長

（遊び蕊団遊ひ:ことば並/(麓漂などの註会控ｿ

2.母子とも/こ城長する姿

3.悩みの能農(お母さえ,の困り/ご苫ノ

ュ.地域,他職種､勉棚との連携

a子どもたち,瀞たちとともに成長8

保健師さん｡保育士さんの武器

養育者にとって･･･

◎子どもの発達を身近でみてくれる存在

◎子どもと親の成長プロセスをいろんな

側面から見守ってくれる存在

◎子どもの成長をともに喜んでくれる存在

◎子どものことでちょっとした家族にも言え

ないことを話せる存在

◎家族以外で親身になってくれる存在
9

新米ママ,子どもを見た

支援者の心理

気になる子ども
言えない.言っても受け入れてもらえない

伝えて説得しなければ1今から療育を！

」〆現難腫壷生業

保健師の責任順｢磯=

新米ママの心理

健康があたり前

普通じゃないなんて受け入れられない

普通じゃないなんて受け入れたくない

、こ〔-ｺ=現霊乏夏壷_z

親としての責任巨＞成憂
10

発達障害児の親としての責任

発達障害児を育てる

子どもの発達環境(教育,生活能力）
を整える

子どもの権利(適切な教育機会.余暇
活動,地域生活など)を守る

鎚皇遁望';嬢戦
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伊佐市講演会案内文

伊佐市子ども支援ネットワーク

虐待は他人事ではなく,私たちの身近に起こる問題です｡虐待は｢行き過ぎた体

罰｣のような狭い意味ではありません｡子どもが耐え難い苦痛を感じる時,保護者も

苦しんでおり,理解と支援が必要です｡子ども達に関わるプロとして,子ども虐待を

学び,みんなで子ども達の育ちを守っていきましょう。

日時：平成23年7月5日（火)19:00～21:00

会場：大口元気こころ館鹿児島県伊佐市大口里3054-1

講師：土岐篤史先生（鹿児島大学大学院臨床心理学科研究科准教授）

対象者：保育士・幼稚園教諭・学校教諭・保健師・臨床心理士ssw等

定員:150名

受講料：無料

主催：伊佐市福祉事務所

共催：伊佐市教育委員会，鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

後援：伊佐市要保護児童連絡協議会，読売新聞西部本社

申込先：伊佐市福祉事務所子育て支援係

申込方法：別紙様式にて、メールもしくはFAXでお申込み下さい｡）

申込期限：平成23年7月7日（金ノ

/ 一、
－講師紹介一

土岐篤史（ときあつし）児童情神科医・臨床心理士

専門分野：児童精神医学、家族精神医学、医療心理学

研究内容：発達障害・情緒障害・精神障害を有する子どもの治療および発達支援、

地域における早期発達支援システムの構築への支援活動､'|呈性疾患やI草吉を抱えた

‘子どもと家族への心理社会的支援の実践と研究に従事している。，
、 ノ、

(子
、
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伊佐市模擬事例検討会案内文

伊佐市子ども支援ネットワーク

I。′：.…”､，

…
霞

日時：平成23年10月25日（火)19:00～21:00

会場：伊佐市子ども交流支援センター笑（すまいる）

鹿児島県伊佐市大口上町46－1

講師：土岐篤史先生（鹿児島大学大学院臨床心理学研究科准教授）

対象者：要保護児童対策協議会メンバー・保育士・保健師・臨床心理士・

教育関係者等

定員:50名程度

受講料：無料

主催：伊佐市福祉事務所

共催：鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

後援：伊佐市要保護児童連絡協議会，読売新聞西部本社

申込先：伊佐市福祉事務所子育て支援係

申込方法：別紙様式にて、メールもしくはFAXでお申込み下さい。

申込期限：平成23年1OR27日（金ノ

／〆 、
／－講師紹介一

土岐篤史（ときあつし）児童精神科医・臨床心理士

専門分野：児童精神医学、家族精神医学、医療心理学

研究内容：発達1章害・情緒障害・精神障害を有する子どもの治療および発達支援、

地域における早期発達支援システムの構築への支援活動、!|呈性疾患や陣＝を抱えた

，子どもと家族への心理社会的支援の実践と研究に従事している。
、 ノ
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7月に子ども虐待についての基本的な講演を行いました。

今回は，その知見をベースとして模擬事例検討会の学習を行います。

架空事例の対応会議を見ながら，参加者は虐待のチェックリストや相談表を

用いて支援的理解を深めてください。



霧島市講演会案内文

平成23年12月28日

各霧二市立保ヨヨヨ長様

健康t言佳課長

霧二市保育士．|剰避而刑…詞こつtvて

日頃より、母子保健事当こついて、ご勤晶とご勅をいたださ訴射いた(別も

さて､平成16銅こ発圭I轄者封言去力滞促されへ発ヨ轍揮期発貝及び早其閥麦が

t伽ﾗ1洪団…であると明記されており詞もこれまでも、保ヨヨと保健センターで

は､隠者連携を図りながら、発ヨ動Yﾉ1児開ﾉ1を含芝Dヘの支援を行っておりますも

勘万三剛釧司句上及び望訓藍忍を目的に、鹿見款勃学且今回早期発見・早

I殻肺岨里学5ﾁ開斗の。勅をいただき下言肋とおり研|多会を計画いたしました。

貴重耐§絵で己~ので、ぜひ参加いただきますよう衣源自いいたします。

な温割U申し込みにつWては､呂附賄試にて、保健センターまでFA×でご蓮絡くだ

さい困っているヨ列力蛎りましたらこ活己入くださ肌

「
〆
Ｕ

一
三
口

日時平成24年1月31日（火)19時､21時

場所霧島市すこべ功Y剰建センター

文橡公立保調保育土､霧島嗣剰溌而

内容溝寅及びヨ列検討

演題｢落楯きがないトラブルカ淫いなどの子どもの支圏こつbYて」

ヘイ呆謹者、の兎ぎを悩むヨ列をとおしで､，

言託市:麗用款勃当]完臣師帆里郭刑邦斗

准劉受I賭豊先生唖肺M里土）

1蔑閥葵

●
●
●
●

１
２
ｓ
４

5．
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枕崎市講演会案内文

平成24年1月23日

発達障がい児・者への支援に関する研修会実施について

ウエルフェア九ﾘ''1|病院では、地域との各機関と随時連携を図りながら、心の悩みを持つ

方や心の病気の方への支援を行っております。心の悩みを持って来院される方の中には発

達I章がいを抱える方やその保護者もおられます。発達障害者支援法（平成16年）の制定

以降、発達陣がいを抱える方に対して乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応

する一員した支援がますます求められています。

今回、専門職として発達陣がいを抱える子どもへの支援のあり方について考える機会と

して、鹿児島大学大学院臨床心理学研究科（地域支援プロジェクト事業）にご協力いただ

き、下記のとおり冊|多会を計画いたしました。発達I章がいを抱える方やその保護者への支

援に関わられている対人援助業務を携わってらっしやる皆様の専門I性を高め、かつそれぞ

れの専門業務における役割分担や連携のあり方についてディスカッションができるように

工夫した研修会として企画しております。発達障がいの方々ヘの支援をされている、ある

いは関心がある方々は、お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

記

1．日時平成24年2月21日（火)15:3○～17:30

2.場所ウエルフェア九ﾘ'N病院会議室

3.対象対人援助職の方

4.内容講演及び事例検討

演題｢発達障がい児･者への支援について～地域での生活を支える～」

講師：服巻豊先生（鹿児島大学大学院臨床心理学研究科准教授）

5．受講料無料

6.交流会18:3○～

※参加された方々と講師，地域支援プロジェクト支援スタッフならびに研ll多会

企画スタッフを交えた交流会を開催します。専門職同士のつながりに通じれ

ばと思います。枕崎市内で会費3,○的円程度を予定しています。ふるってご

参加ください。

7.申込先ウエルフェア九ﾘ'N病院臨床心理室（別紙様式）

8.申込方法FA×もしくはメール

9.期限平成24年2月14B(火）まで

－講師紹介一服巻豊（はらまきゆたか）臨床心理士

実践活動：個別相談、母子保健事業、生活支援センターとの連携による集団療育など

幼児から成人，その保護者に対して発達I章害児・者支援の実践を行っている。
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鹿児島市講演会アンケート

地域支援魂ロジェケト

鹿児島市講演会アンケート

本日はオリエンテーションヘの参加､お疲れ様でした。

今後の地域支援活動をさらによいものにしていくために､アンケートを実施したいと思います。

1人1人の回答を問題にしたり､公表することはありませんので､ご協力を頂けたら幸いです。

○性別男性女性

○年代10代20代30代以上

○ご職業学生その他（ ）

○所属している学校では、現在、どのようなことを専攻していますか。

［ ］
○今日のオリエンテーションの感想を自由に書いてください。

［ ］
○ボランティア活動を始めてから､どのくらいになりますか。

1年未満・1～2年・2～3年。s～4年。それ以上

○どのようなことがきっかけでボランティアをしようと思いましたか。

○ボランティア活動(特に障害児･者の支援にかかわるもの)を続ける中で困ることはありますか。
１
１

○ボランティア活動(特に障害児･者の支援にかかわるもの)を続けるために専門家から、

どのような支援があるとよいと思いますか｡自由に書いてください。

［ ］
ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら､回収ボックスにお入れください。
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伊佐市講演会アンケート

伊佐市講演会アンケート

本日は講演会へのご参加、まことにありがとうございました。

今後の講演会活動をさらによいものにしていくために、アンケートを実施したいと思

います。

1人1人の回答を問題にしたり、公表することはありませんので、ご協力をいただけ

たら幸いです。

○性別男性女性

○年代20代30代40代50代60代以上

○ご職業保健師その他（

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（

○どのようなきっかけで今回の講演会に参加しようと思われましたか。

［

)年

1．今のあなたの気分についてお答えください。

1－1．活気がある

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－2．緊張している

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－3.のどかである

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－4.そわそわしている

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－5.やる気に満ちている

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－6.不安がある

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－7.充実している

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－8.動揺している

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

1－9.平静である

とてもそう思う少しそう思うどちらでもない

52

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

あまりそう思わない全くそう思わない

］



2.今回のテーマ｢虐待｣についてお答えください。

2－1．虐待の4分類を知っている

よく知っているある程度知っている

2－2.乳児ゆさぶり症候群を知っている

よく知っているある程度知っている

2－3.代理ミュンヒハウゼン症候群を知っている

よく知っているある程度知っている

2－4.虐待する親の要因を知っているか

よく知っているある程度知っている

2－5．DVについて知っているか

よく知っているある程度知っている

2－6.子ども虐待と発達障害の関係について知っているか

よく知っているある程度知っている

知らない

知らない

知らない

知らない

知らない

知らない

3.実際に､虐待の問題に遭遇したことがある はい。 いいえ

4.実際に､虐待の問題に遭遇した場合､専門職として対応する自信がある

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

5．4．の回答について､そのように思う理由を､ご記入ください。

［
6.虐待についての専門的な知識やスキルを､より身につけたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

7．6．について具体的にあればご記入ください

［
講演会前のご記入はここまでになります｡残りは､講演会後にご記入ください。
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これから先は､講演会後にご記入ください。

8.今のあなたの気分についてお答えください。

8－1．活気がある

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8－2.緊張している

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8－3.のどかである

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8－4.そわそわしている

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8－5.やる気に満ちている

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8-6.不安がある

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8－7.充実している

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8-8.動揺している

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8－9.平静である

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

9.今回のテーマ｢虐待｣についてお答えください。

9－1．虐待の4分類を知っている

よく理解できたある程度理解できた

9－2.乳児ゆさぶり症候群を知っている

よく理解できたある程度理解できた

9－3.代理ミュンヒハウゼン症候群を知っている

よく理解できたある程度理解できた

9－4.虐待する親の要因を知っているか

よく理解できたある程度理解できた
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理解できなかった

理解できなかった

理解できなかった

理解できなかった



9－5．DVについて知っているか

よく理解できたある程度理解できた

9－6.子ども虐待と発達障害の関係について知っているか

よく理解できたある程度理解できた

理解できなかった

理解できなかった

10.実際に､虐待の問題に遭遇した場合､専門職として対応する自信がある

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

11．10．の回答について､そのように思う理由を､ご記入ください

I
12.今後､虐待についての専門的な知識やスキルを､より身につけたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

13．12．について具体的にあれば､ご記入ください

［

14.今回の講演会はいかがでしたか（感想･要望など自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

［

以上になります｡ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら､回収ボックスにお入れください。

55

I

1

1



伊佐市模擬事例検討会アンケート

伊佐市子ども支援ネットワーク

｢子ども虐待」模擬事例検討会アンケート

本日は模擬事例検討会へのご参加､まことにありがとうございました。

今後の支援活動をさらによいものにしていくために､ｱﾝｹー ﾄを実施したいと思います。

1人1人の回答を問題にしたり､公表することはありませんので､ご協力をいただけたら識､です。

○性別男性女性

○年代20代30代40代50代60代以上

○ご職業保育士保健師教育関係者臨床心理士その他（ ）

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（ ）年

○現在の主な業務はどのようなことですか。

］

］

ｒ
‐
ｌ
Ｌ
○
ｒ
ｌ
Ｌ

今回の模擬事例検討会に参加しようと思われた動機はどのようなことですか。

○7月に実施された「虐待」に関する講演会にはされましたか。（はい。いいえ）

（ある・ない）○これまで実際に虐待の問題に遭遇したことがありますか。

○今回の模擬事例検討会はいかがでしたか。（感想･要望など自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

［
○日々 お仕事をされている中で困難を感じていること､また心理士に対するニーズなどが

ありましたら自由にご記入ください

［
ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら､回収ボックスにお入れください。
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霧島市講演会アンケート

霧島市研修会アンケート

本日は研修会へのご参加、まことにありがとうございました。

今後の支援活動をさらによいものにしていくために、アンケートを実施したいと思います。

1人1人の回答を問題にしたり、公表することはありませんので、ご協力をいただけたら幸いです。

どうぞよろしくお願いいたします。

○性別男性女性

○年代20代30代40代50代60代以上

○ご職業保健師保育士その他（

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（

○どのようなきっかけで今回の講演会に鋤pしようと思われましたか。

［

)年

1．実際に､発達障がいの事例に遭遇した場合､専門職として対応する自信がある

とてもある少しあるどちらでもないあまりない 全くない

2.実隠こ､他磯関･他藤種との連撚こ必要な､他の専門閥こついての知識をもっている

たくさんもっている少しもっているどちらでもないあまりもっていない全くもっていない

3.発達障がい児･者への対応についての専門的な知識やｽｷﾙを､より副こつけたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

4.地域として､発達障がい児･者への対応に関して､他機関･他職種と連携をとっていきたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

5.4の回答に関して､そのように思う理由をご記入ください。

［
研修会前のご記入はここまでになります｡残りは､研修会後にご記入ください。
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これから先は､ にご記入ください。

6.実際に､発達障がいの事例に遭遇した場合､専門職として対応する自信をもてましたか？

とてももてた少しもてたどちらでもないあまりもてなかった全くもてなかった

7．実際に､他機関･他職種との連携に必要な､他の専門閲こついての知識をもてましたか？

とてももてた少しもてたどちらでもないあまりもてなかった全くもてなかった

8.発達障がい児･者への対応についての専門的な知識やｽｷﾙを､より身につけたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

9.地域として､発達障がい児･者への対応に関して､他機関･他職種と連携をとっていきたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

10.他機関･他職種と連携をとっていくために必要だと思うことがありましたら､自由にご記入ください。

満足していない

以上になります｡ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら､回収ボックスにお入れください

58

’

1



枕崎市講演会アンケート

平成24年2月21日

発達障がい児・者への支援に関する研修会アンケート

本日は研修会へのご参加、誠にありがとうございました。

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科では、「地域支援プロジェクト」と称し、専門職大学院としての地域支援活動の

実践と、地域において即戦力となる臨床心理士養成のための教育プログラムの開発を行っております。

今後の地域支援活動をさらによいものにしていくために、アンケートにご協力いただけたら幸いです。1人1人の

回答を問題にしたり、公表することはありませんので、どうぞよろしくお願いいたします。

○性別男性女性

○年代20代30代40代50代60代以上

○ご職業臨床心理士医師保健師看護師介護士ソーシャルワーカー教員

その他（

○現在のご職業に就かれてから､何年くらいになりますか。（ ）年

○どのようなきっかけで今回の講演会に参加しようと思われましたか。

［
1．実際に､発達障がいの事例に遭遇した場合､専門職として対応する自信がある

とてもある少しあるどちらでもないあまりない 全くない

2.発達障がい児･者への対応についての専門的な知識やスキルを､より身につけたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

3.発達障がいの事例に遭遇した場合の､他機関･他職種との連撚こ必要な知識をもっている

たくさんもっている少しもっているどちらでもないあまりもっていない全くもっていない

4.地域として､発達障がい児･者への対応に関して､他機関･他職種と連携をとっていきたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

5.4の回答に関して､そのように思う理由をご記入ください。

［
研修会前のご記入はここまでになります。

これから先は､_研修鋼こご記入ください。
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6.実際に､発達陣がいの事例に遭遇した場合､専門職として対応する自信を得られましたか？

とてももてた少しもてたどちらでもないあまりもてなかった全くもてなかった

7.発達障がい児･者への対応についての専門的な知識やスキルを得られましたか？

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

8.発達障がいの事例に遭遇した場合の､他機関･他職種との連携に必要な知識を得られましたか？

とてももてた少しもてたどちらでもないあまりもてなかった全くもてなかった

9.地域として､発達障がい児･者への対応に関して､他機関･他職種と連携をとっていきたいと思う

とてもそう思う少しそう思うどちらでもないあまりそう思わない全くそう思わない

10.他機関･他職種と連携をとっていくために必要だと思うことがありましたら､自由にご記入ください。

{
11．今回の研修会はいかがでしたか（感想･要望など自由にご記入ください）

大変満足まあ満足どちらでもないあまり満足していない満足していない

1

［
12.日々 お仕事をされている中で､臨床心理士や専門職大学院への要望がありましたら、

I

1
自由にご記入ください。

’
ご協力ありがとうございました。

ご記入が終わりましたら､回収ボックスにお入れください。
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アンケート結果一覧

【鹿児島市における支援活動について】

5人(5％）

参加者の性別

参加者の専攻

その他

○ボランティアを始めたきっかけ

2～3年

15人

(15％）

勧誘・紹介

参加者の年代

ボランティア経験年数

3～4年

･ボランティアに参加していた友人のすすめで始めた。

･先輩や友達からの話をきいて。

興味・関心

･障害について興味があったから。

･発達|境害の子どもさんと関わってみたいと,思ったから。

将来の仕事や活動に活かすため

･経I験したことを将来に活かしたかったから。

･教員を目指しているので，子どもたちと接する機会がほしいと,思ったから。
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実際に障害児・者との関わりがある（あった）
①÷ムーーー一一一~‐一一ー一一~一一一一手F手~一~‐~一~一一一一一一一画÷やP古■＝軍■｡＝ぜ＝甲マーセママ｡『■ワニー甲＝｡＝▲一一一一争一~一手~寺~ムーームニー◆~÷一一一一一一毎－一F‐サママーつむ一一qP子一七寺T●一台守宮君中■■■■一ヨーム一4学凸-－一一苧←＆●凸L今.一●一手今十→一一一一一一一一一七●T争③←I■■■凸1■I甲I■qF■r画'七＝■-■甲一③一・一－一一一一●---‐▲毎--.一七十一一一一一一＝←毎一寺－－台一一一■今'一-一一一-一一一一▲③一▲寺-毛-＝－---●→寺ゥ■■qIb＝■由Fb■■■＝申旬ムーム酉b●＝今一一一一一一一一一巻守一F■-画q台I寸凸■寺で士■■1画■I申'一ローd-B--子一一一-一一_宇苛_－－*_*‐F合一甲中q■U■巳や－圭一今b今

･弟に知的障害があって，日曜学級にお世話になったとき，自分も何か役に立ちたい

と‘思ったから。

小学校のとき，障害をもった子に元気と勇気をもらったから。

社会貢献のため

自分のためにもなり，人の役に立てることをしたいと,思ったから○

･障害の方をもっと理解し，少しでも社会に貢献できるようにと,思った。

その他

自分の成長のため。

･子どもが好きだった。

○活動の中で困っていること

関わり・支援の方法がわからない
一一一一~P＝▼~ー一~マーー一~宇宇■■－一一一一一一一-－－－－－一一一一十一七一一一一一画■PI－

･子どもがパニックになったときの対処法がわからないときがある。

私の対応の仕方でいいのかな，など不安になる。

自分の時間との調整
■凸①■■■＝4■→早め十一一一4争畢←4里与一一一一▲Lユ■＝■■I■■■U』＝子I甲I■■い■今二○や÷▲ー■ユ■ニーーーニ■｡■壱＝■且I凸二L●＝●▲一一・一Gや寺＝寺－－－1■＝■ユー1画I■F守q■』①L甲｡P』ｰ一L←－－ムームーヨュキ1コ11▲上早･I■I■04=③→や③←③一一一や◆｡－ムュームー●一■▲1--▲=‐---←+ー一一一一一←＝←＝G－d‐~←---÷-÷－－－今ムーや一一一一一一寸●-→+勺垂とﾜｰｰﾏｰdb－－‐－－－－←③▲－－－－－－-一--▲』一毎-－－÷＝→÷---←→－+一-－－．－守画q司一-01---幸---●-ママ寺缶｡｡qI』=申早■ｮ■』I』■111

･勉学との両立・私的時間の減少

･就職活動。あまり周りから理解されていない。

その他

自分の体力がないこと。

･学内の場所がとれないなど，場所確保できないことがある。

○支援のニーズ

障害や具体的な支援方法の提供

実践についてのアドバイス（関わり方，パニック フ 痛癌の対応など）

もっともっと障害児について知ることができる機会があればよいと,思う。

一般の人への「障害理解」に対する啓発活動

障害児・者のことを理解していない方たちへの説明。

こんな障害があるということをもっと多くの人に広めること。

その他

もっと色んな場所でのボランティアを提供してほしい。

もう少し勉強会や親の方，兄弟の方からの講話があったらいいなと,思う。
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○講演会の感想

充実感・満足感
一一一F＝■画一I＝■■＝＝画面■T中一＝＝■=ロー香一一■申~●甲一一・一ママ寺一一一一→凸告マーーーーー一一己ー■■むむ一一一一一一÷●－→q争●F一一●一一一一一一一一一一ー~←一一一q一。一ーー＝一~＝士＝.ー司画守凸■ー－1つ画I字ユム■■■I中年二一一－一一一一一■一一一ヰーーユーニ÷÷一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一-一一＝■I

いろいろなことが知れて，参加してよかった。

｡非常に自分のためになった｡今後のボランティア活動に活かしていきたいと,思った。

日曜学級の活動や障害への理解の促進
号－－－－－‐ユーコ■＝一一一一＝一一酉I＝＝＝甲■ワーーー■－＝寺＝■■ニー凸宇ー－－－℃-つ－－●古一一一一寺－－－－－－‐司一一一一●一一一－一一一一一一一一．一一→－－守一→－－一一一－－－．－－÷一‐一一一一一一一一一一一一-一一一一一一-一一ワー画一■七面中凸一一守画中心ユー一一■｡一■一一一画申寺＝－－－▲●参一一-一÷－-一一一一一-一一一一一一一・－－－ママーー宮古凸一一一一一ムーーーヰ÷

自閉症のことや障害のことが少しわかった。

･周りの人が変わることが大切だと知った。

日曜学級の歴史や地域にどう貢献しているか理解できた。

日曜学級に対する興味・関心の増大

･いろんなことを知れたし，これからすごく楽しみになった。色んな方々との出会い

やつながりを大事にしたい。

･今回の講話を聞いて，ボランティアについて，前よりもさらに関心をもつことがで

きた0

･OBの方の話などきいて，私も誰かの力になれるように自らボランティアに参加し

ていきたいなと,思った。
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j

8

1伊佐市における支援活動（1）講演会について】

未回答

14人(9％

12人(8％）

あまり満足

していな

2人(1％

どちらでも

ない

4人(3％）

参加者の性別

参加者の職種

講演会の満足度

未回答

(アンケート回収率：96％）

20

イ
、

64

未回答

参加者の年代

参加者の職歴

未回答

11人(7％）

虐待問題への遭遇の有無

5～10年

24人

（16％）

遭遇した

ことがある

42人

（28％）



専門職として対応する自信の程度

（講義前）
とても自信

未回答あり

専門職として対応する自信の程度

（講義後）

匡
后
の

も
2

専門的知識習得に対するモチベーション 専門的知識習得に対するモチベーション

(講義前） (講義後）
まり あまり

どちらで

ない

9人(6％

どちらで

ない

8人(5％

戸F

DO



知識の程度:虐待の4分類

る
qJ,

％）

知識の程度:揺さぶられ症候群

よく

ている

(21％）

知識の程度:代理ミュンヒハウゼン

症候群

1

66

理解の程度:虐待の4分類

未回答

理解の程度:揺さぶられ症候群

未回答

理解の程度:代理ミュンヒハウゼン

症候群
未回答

理解

できなかった

6人(4％）



知らない

14人(9％）

知識の程度:親の要因

よく

知識の程度:DV

／
恥 、、し

ある程度

知っている

116人

一（79％）一

知

L71

、る

6）

よく

っている

人(12％）

知識の程度:発達障害との関係

未回答よく

ている

(5％）

67

理解

できなか

2人(19

理解の程度:親の要因

理解の程度:DV

理解の程度:発達障害との関係

理博

:きな力

4人(3



○気分に関する項目の平均の比較

(***=pく〃/,*=p<.05)

○参加の動機

68

人数

講義前

平均値 標準偏差

講義後

平均値 標準偏差
t値

一
丸舌

。
。
〃
々 144 3.38 92 3．41 ､85 ､44

緊張 146 2.79 ､93 2.48 .89 3.65
＊＊＊

のどか 145 3.22 89 3.12 87 1.27

そわそわ 147 2.59 1.00 2.44 81 1.62

やる気 145 3．41 88 3.46 85 ､73

不安 147 2.95 1.12 2.83 99 1.36

充実 147 3.49 94 3.44 88 62

動揺 147 2.29 89 2.49 ､96 2.28
＊

平静 146 3.53 ､83 3.45 ､89 1．01

案内
一今一一÷一一一一_←_一--------皇申Lb▲■■L■■PF-マー●●e一寸軸古-才ママ1含む●-ｳﾏ寺･一寺→－－←--字一一一一▲一一一一+－－－－争一や一一③ヰーーョ0－ムュbq1■■－－→→一一-一e+-←--③一一＝G－－G－－－－－‐一-一-一一一bb-b一1-■-や---●‐－－←＝ムーーーーーー-←圭一③-~一一一＝手＝＝L-一口一ら凸■キーI早■dIba■L■＝与邑Iユムニ→●二二子▲IコヰーユbI-■I■1曲F曲司一

･職場に案内があり，知っておきたいことだと思ったから。

･保育園の研修案内をうけて。

自己学習・研修のため

｢子ども虐待について」日頃，接している子ども達のまわりの様子などから，私達

が気づいてあげられるところがあれば…と,思い。

･現状というのを知りたいと,思ったことと，子ども達に関わる者として，今後に生か

したいと,思った。

興味・関心

･虐待について興味があり，講演を聞いてみたいと思ったから。

今，虐待による子どもに関する事件が多いので，興味を持った。

その他

･学校現場において大切なこと。なかなか機会がない。

市は「日本一子育てにやさしいまちを目指して」を宣誓しているため，参加した。



○「虐待」に関して身につけたい専門的知識やスキルの具体的内容

【講義前】

具体的な対応・支援の方法について

･虐待もたくさんの種類があるので，全ての虐待の内容や違いを理解して，いざ目の

当たりにした時の子どもへの対応や親への対応の仕方をきちんと理解しておきた

い。

対応。心のケア。今後どのようにしていけばよいか等。

虐待に関する基本的事項（要因・特徴など）
今■一一一一一一一垂一℃‐L今』早■＝画一一一一一-一一一→－－÷－－－－－◆一｡●－毛■■毎■ー＝二一一一一一一画＝I幸一‐=一一一一－一一←0今今▲--今一一い←ニーユー申－4●一一－一一一ワー甲一守宮寺■F●一一一一一一一一-一一－一-一一一一▲一一一一－－－■一色＝P子一■－一－－－‐＝一一一凸＝b一=一宇■一一一今一一一一一一一一一一二eー=一宇一一一一己一一一-一一一一参一一一字令子

･虐待する親の心理的・環境的背景について。

･虐待の特徴を知りたい。

その他の知識

｡あまり身近に感じていないので，急いで身につけたいと思わないが，発達障害と関

係があるのなら，正しい知識を身につけたい。

まずは現状を知る。現場での役割を知る。

【講義後】

具体的な対応・支援の方法について

･身体的虐待，ネグレクトなど，それぞれに対して，具体的にどのような介入方法が

あるのか，対応する際に心得ておく必要のあることは何か。

･虐待に気付いた場合の解決に向けた進め方。

事例検討会

とても複雑で難しい問題だと思うので，ケースを通してどう対処されたかなど詳し

く学んでみたい。

シリーズ化して定期的に行ってほしい。難しいと,思いますが，事例を通して．．

その他の知識

･虐待のメカニズムをもう少し勉強したい。

･発達障害，心理学
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○講演会の感想

充実感・満足感
一一~一－－－－－－－～マ音一一÷マーー■■L●＝早▲一一一一一一一-一一-－－－-一一一一マー÷÷一一一一一→一一一=■ユム■■｡■■■一一一一bユー■④＝ニーーーや今●一口一一一-一一一一一一一一一マー＝■■一■一一一一一一一-－－-一一一一一一一一一一÷-寺一一▲今年一一一＝__

．なかなか虐待についての話を聞く機会がないので，今回とても学べるいい機会にな

ゲつた○

｡奥深い虐待の背景やメカニズムについてわかりやすく話していただき，ほとんど知

識のない私にもある程度理解でき，さらに勉強しようという意欲（動機づけ）を与

えてくださった。

講演内容に対する具体的要望
や①●●ユーー冬一●い■ぬ■L■ー■■■■■■■一一■｡■■■－▲参一●巳ユユ●ユーーーーーユ凸ユニ■＝■

ー ワい一心一一一一一-－－毎←一一一一寸一寺一一■－－=寺一一-－－－－－■■■甲■＝圭一一一■一一▲－－4－一一一●一一

･具体的なお話をもっと聞きたい。発達障害等について，学齢期に関わる方（特に学

校の先生）にもっと学んでもらいたいので，対象にして，学習会，講演会を開いて

ほしい。

･色々な事例からの対応のしかたなども聞きたかった。

支援のあり方に対する気づきや理解の深まり

･気にしておいてたほうがいいポイントを教えていただいたので保育園で仕事をする

うえで気をつけてみていきたいと‘思った。

･具体的な話を聞き，ある程度の理解ができた。今後に活かしていきたい。

その他

･調理員として仕事をしているが，このような講演を聞く機会は初めてだった。勉強

させてもらった。

｡やっぱり虐待の問題は心にひっかかるものがある。
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【伊佐市における支援活動（2）模擬事例検討会について】

(アンケート回収率：63％）

参加者の年代

未回答

参加者の性別

弓性

(13％）

男

50代以上

4人(10％）

参加者の職業 職歴

未回答

20～30

4人(10
臨床

心理士

3人(8％
、
ノ

ｊ

年
‐
％

０
５
１
１

7月の講演会の参加の有無

未回答

虐待問題への遭遇の有無

未
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どちらでも

ない

4人(10％）

未回答

○参加の動機

満足度

自己学習・研修のため

･色々な研修に参加し，勉強をしながら子育て支援に役立てたいと思ったので。

･虐待発生時の対応の在り方，実際の流れについて，学びたい，知りたいと,思った。

興味・関心

･初めての中身で興味もあった。今後の自分の仕事に役立つと感じた。

･子どもを守りたい。興味があるから。自分にできることは{ⅡIかと考え~ロ

案内

伊佐市における支援活動（1）への参加を受けて

･前回の講義に参加したため。

・7月の講演を聞いて，今回も受けたいと思ったから。

その他

・今まであまり参加したことがなかったため。

･他職種との交流

○模擬事例検討会の感想

充実感・満足感

･具体的な事例を取り上げ，大変参考になった。

･現場の様々な先生方のお話をきけて，とても勉強になった。

虐待事例やその対応に対する理解の深まり

･初めて虐待の事例をきき，行政機関の限界を感じつつ，そこでいかに工夫してでき

ることを拡げていくか,機関同士のネットワーク作りや検討含会の重要さなどを感じ

た。

･模擬の様子を見て，検討言会に関わる部門（福祉事務所，児相など）がよくわかった。

ワィフ

イム



研修内容の難しさ
D今▲－－己一一一一字や－■＝寺ヰーーマ→一→一一一一→－－－－－－画一一一●一G－一一一七一一一－－－今一一一一一●＝ユーーユ戸凸一■口車ユー■＝1－凸＝－争一色寺･両や一一勺守一F‐争一一寺一一一一一一→一一一一÷●－－一一一一一一一■画一■専ら倖■●■幸曲■弓一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一毎－一一一一一一一一今▲－－一＝－申~一一寸ウマロー■○G口一÷七｡÷ロー~●←←一一一一一七一一~‐ケーーマー－．一一一一●F~ー一一己争一~ーー

･事例が難しかった。もっと経験してからこの検討会に参加したいと’思った。

中身が難しく，自分の勉強不足を感じた。

その他

もし自分が事例対応をした保健師だったらと思うと，考えるところが多くあった。

今後もしっかり学習を重ね，「もし実際の立場に立ったら」その時には対応してい

けるようにしていきたいと,思った。

･実際の検討会の様子も今日のような様子と,思う。現実はもっと厳しいと‘思う。社会

や行政，警察などを信頼して育児をしていければ良いなあと感じた。

○臨床心理士に対するニーズ

子ども・保護者への対応の具体的方法

･気になる子に対する対応，その親に対する対応

･保護者（特にグレーゾーンといわれる）に対してのメンタルケア。

その他

･市町村職員として当たり前に心理士さんが配置されることを期待する。

スタッフに対してのメンタルケア・・・働く場としては色々な問題がある。
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【霧島市における支援活動について】

(アンケート回収率：95％）

参加者の性別 参加者の年代

未回答 男性

１

代
私

％）
(1

50

21

(25

参加者の職種

その他 未回答

参加者の職歴

5年未満
未回答

5～10年

6人(7％）

学

3人（
３
８

０
く

満足度

全く満足
未回答

し
く
て
人
し
１

どちらでも

ない

3人(4％）
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専門職として対応する自信の程度(講義前）

未回答

専門職として対応する自信をもてたか(講義後）

未回答

てた

%）
雲
が

あまり

もてなかった

9人(11％）

あまりなし

40人

（48％）

他の専門職に関する知識の程度(講義前）

未回答たくさん

他の専門職についての知識をもてたか(講義後）

未回答

あまり

もてなかった

8人(10％）

も

学習に対する意欲(講義前） 学習に対する意欲(講義後）

ワ医
イJ



連携に対する意欲(講義前）

どちらでも未回答

○参加の動機

連携に対する意欲(講義後）

どちらでも未回答

ない

2人(29

少し連携

したいと

思う

10人

（12％）

自己学習・研修のため

･発達|境害児について，行動パターンを勉強し，どのように対処していったらよいか，

話が聞けたらと思い参加した

･保護者や子どもの支援のために勉強になると思ったから。

実際に支援が必要な子どもとの関わりがあるため

･実際，現在担当しているクラスの中に疑わしい子どもがいるため。

･保育園での対応が難しい子どもに対して，どのように接したらいいか分からず，参

考になれ'ばと,思って。

案内

興味・関心

その他

･講演会に参加できるのは久しぶりなので参加したいと思った。

･保護者へのつなぎが難しいことをずっと思っていた。

○他機関・他職種と連携をとっていきたいと思う理由

当事者に対する多面的でよりよい支援をめざすため

｡様々な機関で関わることで，その子の良い面がより引き出されると思う。生涯にわ

たるサポートだと,思うので。

･総合的に対応した方が，その子にとってよりよい支援の選択の1幅が広がると思うの

で。

個人・ひとつの場所での対応には限界があるため

･保育所だけの対応では限りがあり，その対象の子供の心身の成長の為には専門機関

での指導が必要だと,思う。

･知識もあまりなく，やはり不安なこともあるので，お互いで連携をとり，サポート

していくことはとても必要だと,思う。
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○他機関・他職種と連携をとっていくために必要だと思うこと

77

当事者にとってのよりよい生活・福祉のため
--'一一一一一●写1画司一■I■I｡'●一ママF由と凸－－－-一一‐一一一■一マーケーー－今一争一一一一-一'一甲一心争己■＝＝一一画■－1画一一マーマーーー③一・-一一一七一一一一一一一←凸一一一一一一一一一一÷一一-一一一今一-一一一一一一－一一一一一一一－ー－一一一一一－一一一~一L今L一宇一一一一~寺一一一一甲幸■字■一←一一ｱーーーーマ

･発達障がい児が少しでも社会生活に適応できるような支援が必要だと,思うから。

･子どものこれからの長い人生を思うと，多くの人，多くの機関が連携して，支援し

ていく必要j性をとても感じるから。

専門家からの助言をもらいたいから
__一一_＝=－や一一T＝－－■■＝』一室qI｡F垂＝，｡_ﾏﾏｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ◇ｰ七一●勺一毎一◇←←一一一一一一今生a－a→いゅ－早一■わ■“■亘申■①r●－－や一●一幸毎一毎一毎争e－e－争一一一一一-一一琴一一寺子一P‐一己印･△●△0毎毎・守凸一一一一一①ｰ①申歯叩毎q＝かー毎一一一－一一一一一マーローー毎一毎壷一一一一一一~一一一一一一一一一一一一一－一＝ー■ー■■ーﾛ画ローロー■＝ず＝凸七

いい加減な対応ではいけないので・・・教えてもらいたい。

･保育士は，保育の勉強しかしておらず，そんな立場の私たちが障害のある子に接し

てよいのか,どのように援助していいのかと，いつも不安に思いながら接している。

私のやっていることはあっているのかと。もっと専門の方の協力が欲しい。

支援を必要とする子どもたちが増えてきているため

今
で

フ

0

勤務している園でも，子ども達が発達的に遅れている子が増えていると思うの

･保育園にも入園してくる子供が多くなってきたので，関わりあいを勉強していきた

いと‘思う ○

その他

･発達サポートセンターをきちんと運営していくために。

･保健師の役割の一つだと,思うから。

情報の共有化
一面●己一一一一L●一一←争今晶一・‐，牛早0伊神gbU④一一一・一一一一一一△一手・今C▲竜△凸｡ー凸一■令ヰーユー一一一一一■●■･■ーb●C●*0q*‐C毎一合今年＝一画一一画台一一司令1・守七■一『曲■ﾛｰﾏ▼●可GOO0勺Q＝,凸ﾛ凸ﾛ■■~＝＝凸1首画①OG①，幸,管■凸■｡■｡■一年T②＝C一一一ケ●P●｡~･幸一＝÷ー●P●一G－一一一一一勺一一一マー●か●■毎自由■凸ロー』ー＝･-一一L一-一一一今●ー●与一6－0ー輯一つ一一一一③－0凸■唖L“■ー口■04早口L季●△隼一口-LUG－←一一圭一，●●◆4=0-一・一一一一一一一→一一一一一一■再－－－－－－－－争凸寸令－－ヰマーマ▼幸①■宇一印①

･情報を共有し，健診で気になった子，現場で気になる子等，お互いに伝えあうこと

ができたらいいなと,思う 0

同じ職場の間でも他職種の間でも情報の交換は大事なんだと,思う。

他機関・他職種との日頃からの交流
ー←●→一毎－一一己令一｡一－.一一子I再早■一一●一一・一一一一一一一今一年宇凸4●~▲一一一一一一一一＝凸●ヰーーワヰ甲一一曲一一一－一一一一■■ー一寸一ウーマーヰの■－マーーーーー庁｡I｡■●曲中司一■宅=‐Pつ■一一一一ー寺●寸争一寸一＝一一一一－＝宇亡＝－画今■＝｡▲■■ーIヰニーーーー凸－－■凸一一二－一-一一寺やC一一一●一一一一→－一－一一一◆一一一一一一今一一→一一→一一守士■←一寸→÷守一■一一一一一一一一一一一凸寸七・一÷一一一一一■■F･画■－■叩卑a－a｡』一一一一一一-一争

まず，他機関・他職種との関わりを日頃から大切にして，顔がみえる関係になり，

何でも相談できるようにしていき，子育て支援を一緒に考えていきたい。

･こまめに連絡をとり合い，コミュニケーションをくり返していくことだと,思われる。

日頃からの研修や個々人の専門′性のスキルアップ

･定期的な研修会で話し合う時間。自分自身の知識（発達障害について）を増やすこ

と。コミュニケーション技術を身につけること。

同じ研修を受けることで，少し思いを共有できる気がする。

保健師による定期的な巡回相談の再開

．やはり，ひんぱんに保健師さんに来園してもらいたい。

･巡回相談の再開。年1回になったとき，意味があるのか…と,思ったが，今の全くな

い状態では困る。障害がはっきり見える子だけでなく，気になる･･･というのはとて

も多い。園に来ていただいて，集団の様子も見ていただきたい。



他機関・他職種の役割の理解
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．園で他機関・他職種についての資料のようなものがあると勉強しやすい。

．やはり健診とかを受けているので保健師さんとの連携をもっととりたいと,思う。ま

た相談する機関について自分たちも学ぶ必要があると感じた。

その他
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･相手を信じ，子どものために連携を面倒がらない。

｡一緒に成長を見守っていこうとする意識

○講演会の感想

支援のあり方に対する気づきや理解の深まり

･今回の研修を通して連携の大切さ，フォローの大切さ，信頼関係の重要‘性を学ぶこ

とができた。

自分の普段の保育を振り返りながら，研修会に参加させていただいた。保護者との

信頼関係を築いていくことには,非常に時間をかけて進んでいかなければならない

こと , 色々と考えさせてもらった。

充実感・満足感

･現実的な内容でとても参考になった。

･事例をあげて1つ1つ，その背景にあるもの（子どもの可能'性も養育環境も含めて）

を見ることができ，充実した研修だった。

同様の研修の開催希望
－L←◇争や一4◇OG一.中｡C･“IBO■■I童■｡■や●ｧ寺ﾏﾜｩ一・十・一◇go→画十一口-,“-毎一再--己一色-●冬Q－画一も■■町一T心●■ー*－5“C5Ucr司り●*苧ｳｩCcc再-‐ｩ幸●匂｡｡■屯●勺U毎●●●■③●ー｡~争一毎一●一一ウ＝●－凸画け←0●･P●｡●◇~◇吟◇←◇･－◇－司一-や◇“◇､-･いむ凸一.●◇40◇4－－凸■凸呈や440①44二0｡ｰ-毎十一守●4eaOC-ｰｰ0.4△4440や.｡■｡■~①hL△十一'一↓こ'申CcCUpC●『ヰロ輔■輯申C■10輔I幹■●｡｡0曲一ｳ和'和■画寸00つ0勺0~◇ー毎一*一寸一ｩ旬や一寸輔っ毎■C蝉r寺■ーTFﾜゎっ輔両■句I幸一｡C■■もq●『‐ー1章ｩpqp昏一寸一七一●■50口寺｡ー？。｡ー0甲旬甲q司令一・一毎－一一寺Fe－－■函勺一・一●一F▽･●◇寺e－司gﾏｩｰﾛ●▽●U◇UD－－◇←◇~画昏で-~’－－－寺一・ー◇---◇＝◇毎◇七毎＝◇＝◇一-一一■

･保育士さんの,思いをわかってよかった。共有理解のためにも，今後もこのような研

修をしてほしい。

･保育士さんと合同研修はとても良いと思う。もっと事例など今後研修できたらと思
ｰ

フ○

講演内容に対する具体的要望

･事例をあげての意見交換をもっとしたかった。

･保護者に伝えることの大切さはよくわかったが，もっと時間があるなら，発達障害

のような子との具体的な関わり方まで聞きたかった。

その他
早■一1-1■■■可I中I毎口1←0ウーザワマー－－ｰG－G←●-----e一一③二G-－－ヨーー今－－－▲｡③←●LG4▲心41｡-ーL●＆▲U■55写I＝I＝1画■F1｡'＝･－－凸1－0－寺●Fー---＝+ー今→----③＝争毎Gee－G－－－－－e－甲一←今一一一一→←●③毎-－－－+子牛ー｡b今一一一Ibdb■｡■＝I■凸LCII■、爵'一①DP■■｡‐密告ヰマ再■＝q＝I申~一七やg●七0e一寺＊寸軸｡←･守口や~‐■①台ｫ奇■→却七Iｩ0①~*毒~今I幸1~FO守十③－÷ー~~③寺③司③｡一一■U守毎←可一一一一毎■－－寺一一凸一一~＝寺一色彦e一争e雷G－－e－｡一一▲今~ー~｡＝←争争一=‐I｡~ーも←･牛争0一申毎＄＝0幸●●一÷一一や一一舎口一e－e－G一己一色や一一L一や一十一cヰー』●0‐圭一=｡~4一0●←凸争~b■凸▲■写■垂一再』IIL年一一~｡←0ユ等~●■今や一一

･結論がみえないものなので，自分の中でうまく整理できない部分が多い。

日々の中で，迷うこと ， 自分が関わることが難しいところがあった。でも ， 親と親

子と向き合ってコミュニケーションをとっていくことで，いつか何かにつながって

いってくれると信じたい。
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1枕崎市における支援活動について】

参加者の性別

未回答

1人

あまり満足

していない

1人(2％）

どちらでも

ない

3人(6％）

参加者の職種

その他

満足度

(アンケート回収率：81％）

未回答

1人(2%)

40代

12人

(23％）

未回答

2

8

79

参加者の年代

10代

1人(2%;

20代
50代以上

13人
13人

(25％）
(25％）

30代

12人

(23％）

参加者の職歴



専門職として対応する自信の程度

（講義前）

全くない

8人(15％

対応に関する知識やスキルの学習への意欲

（講義前）

連携に必要な知識の程度(講義前）

たくさん

全くもって

いない

5人(10％）

あまり

もっていなし

21人

（40％）

一

、

でも

、

0％）

80

専門職として対応する自信を得られたか

(講義後）未回答

対応についての知識やスキルは得られたか

（講義後）
全く得られ

かつた

1人(2％）

あまり得ら

れなかった

3人(6％）

どちらでも

ない

11人

（21％）

連携に必要な知識を得られたか(講義後）

全く得られな未回答

あまり得られ

なかった

1人(2％）

どちらでも

ない

7人(13％）



連携に対する意欲(講義前）

少し

連携したし

と思う

8人(15％）

○参加の動機

連携に対する意欲(講義後）
未回答

どちらでも

な

1人（

少し

連携したい

と思う

7人(13％）

自己学習・研修のため

･行政で母子保健を担当しており，発達のかたよりが疑われるお子さんとその保護者

への支援について考える機会となりそうだったので。

･自分のうけもつクラスでの気になる子への対応の仕方の中で，どのような支援が良

いのか知りたいと,思ったから。

実際に発達障害児・者や支援が必要な子どもとの関わりがある（あった）

･学校現場で発達障害と思われる生徒が多く，対応する必要があるため。

･臨床でも発達障害のある患者にかかわり，学校でも発達障害ではないか？と感じる

子どもたちがいる（高校生）。

案内

興味・関心

○他機関・他職種と連携をとっていきたいと思う理由

当事者に対する多面的でよりよい支援をめざすため

．さまざまな視点からの支援が必要だと思うため。

･連携をとる事により，発達障害児・者への理解を深め，支援体制を構築できると考
過→

;え'&c

個人・ひとつの場所での対応には限界があるため

･個人の判断では，うまく導けない可能性があるから。

．－つの機関のみで支援はできないので。役割を明確にして，多機関で連携して支援

することが必要と,思う。

当事者にとってのよりよい生活・福祉のため

．そうすることが，より専門的な立場からの支援が得られ，本人にとっての良い学校

での生活環境を作っていけるため。

･いろいろなサービスを利用することで，本人にとっていい生活ができるため。
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専門家からの助言をもらいたいから
__-－一一一ﾆｰｰヰbニーー■一一一一一bニーー一一一一一一一一一ママーマーー▲■------------一一hq－－■一画子画一一宇一一一一一◆一▲一一一一一一一一~一一一一一

専門的な関係機関のご意見を伺いたい。

･療育が必要な時期（スタート時期）など， 発達，心の育ちの過程など，専門的な意

見が必要なので連携が必要。

当喜孝者に夫-して一貫した夫･応を行うため

･周囲の人全体で一貫した関わりを持つためには，専門機関との関わりがなければ困

難である。

･各機関・各職種，それぞれの専門の知識をもちより，誰もが同じ対応ができるのが

いいと,思うから○

その他

今後，必ず必要な分野となってくると,思うので0

･発達障害は，教育，医療，福祉の複数領域に関わることが多く，多職種・多機関の

協力と連携が不可欠と考える。

○他機関・他職種と連携をとっていくために必要だと思うこと

情報の共有化
一÷÷ﾏｰい争一一二一一..－』1L一己■■■■画画一▽■ず■－■■■■1－■一宇ﾏｰｰｰｰｰｰ守F一口－－－－－－も一L一一一一一▲-←－1Lユーーーニ■■F＝q■■■画＝■巴■』壷＝画一T画一｡一一ママ－－－司ロー→－→一一一一一一一一十一→一一－一→一△一や一争寺△一一一一一-一一一一一一一一=--一一一一■一■■■■－－▲－－－■■圭一－－－ニューI凸-圭一凸■一r■,■~･■マーーー●毎一与●ﾕﾑｰｮ

･互いの情報共有や支援目標を考えていくことで，より多面的に支援をすることがで

きると,思う ○

･情報の共有であると,思いますが，発達に応じた連絡ノート（年度に渡る）を，同意

のもとに準備して活用していけたらと,思う 0

他機関・他職種との日頃からの交流

まず，関わっている者同士で小規模でもよいから，顔を合わせることが必要と‘思う。

日頃より，研修会を持ち，また地域ごとに行い，顔見知りとなりコミュニケーショ

ンを日々とっておく必要があると感じる。

日頃からの研修や個々人の専門‘性のスキルアップ
－＝一~毎~一寸舎令一一一一~一一ー一■一一一一一一ー一己一一一一一一一＝一一‐＝凸■■一一一一一一一一一・一一一一一一一今一一首■I＝一一一-一■■q■■I＝■■■－－

･連携をとるためには，まず機関の存在を知っておく必要があると思うので，このよ

うな研修会，そして勉強会をして，つなぎ先を知っておくことが必要と,思う。また

発達障がいについての知識も必要と思う。

･他機関，他職種と連携をとっていくことは，とても大切なことだと,思うが，研修会

を通して，必要′性をとても感じたので，研修の場を多く持つこと，もっと多くの人

に知ってもらう，理解してもらうことが，まず必要なのでは，と,思った。

他機関・他職種の役割の理解

･他機関・他職種との専門分野のみでなく，広く他職種の事を，深くとは当然無理な

ことだが，少しは浅くてもいいので周知することが連携しやすい環境に繋がると,思
ｰ

フ 0

･患者や家族を支援する為に各の立場，役割を理解することの重要'性，発達障害児．

者の支援は難しいことを再認識し，協力・支援する事が必要であると,思う。
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その他

・学校側からも連携をとってもらえるよう，病院からも積極的に啓発を行っていく必
要がある。

．ある例を通して，連携をとる時に，誰かそのケースのキーパーソンとなる人が必要
と,思う。

○講演会の感想

支援のあり方に対する気づきや理解の深まり
､■▲①~今~■~寺~一一一一－ママ争=‐'○寺TbTOFP■~~qP幸■一早●－－L一一年一一一ー七一七争③q々心‐＝●－－－＝中ﾕｰｰｰ■■哩凸や｡■言吟-－÷‐q‐■凸●C■＝●○凸－－岸一手一一-一

一一一~‐~0台■ー■qI中寺宇＝~■＝一一一一一一③ー一一一←マ一宇っマーー~写＝一一－－－●ぐむ缶ﾜー ｰー ■－－●一一▲一一一一●‐0→e‐bー e●一三毛F＝凸一一一一一毎→－－G－e宇令③→凸一F‐■ー司画■ヰニーューー÷一一一寺＝●一一一一一一台＝ロー_一令令ムーニーーーマ+‐令ﾛ一・一一垂一一口レーーーーIや甲も町凸■

･一人の生徒に対して多くの方々の支援があり，協力があり素晴らしいことだと感じ

た。また’ 本人に対して，生きていく手立てを具体的に示していくこと，本人の意

志（人格）も確認しつつ行っていくことの大切さを感じた。

･障がい児・者は，みんな同じとは言えないので，どういう状態のときにどのような

対応をしたらよいか考えさせられた。本人の支援も大切だが，一番は本人の気持ち

が大切なんだと感じた。

充実感・満足感

講演内容に対する具体的要望
~マーー画一'~ー一一一一画●~…ﾛﾛヰｰ!酉=ロー~■~凸=一心一一一・一一今ﾛ△~･ﾛ字一・一一一今一一一.一一今一一一一一一・二一－－－今一一一・・つ･---‐一一一一－一一一~■｡=『中!凸凸一一一一一一一一一一一一一一・一一・守-..-.--=--‐一一一一一一＝!白=一口早0....-．…－－一一一一今一一毎－一一｡･争・－－－－－=■－－=一・-一一一.今｡△1－一一一一一------.-缶一再テー…今==,=一｡一一左一一一÷..‐.屯一一一一

ソーシャルストーリーズ，脳生理の話も詳しく聞きたかった。

･時間不足だった。普通の学校ですごしているレベルの発達障害についても，も子つと

詳しく知りたかった。

同様の研修の開催希望

● 患者，家庭，教育現場を支援できる病院となるよう，このような研修を続けられた

らと考える。

自分の知識として深められた。もっと研修を受けたいと,思った。

○臨床心理士に対するニーズ

研修会や勉強会の開催
けI■■■｡qロヰロ■F一一七一一一一一十一-一D--e-や“｡÷一一一一一L一－．．－今一号ら一｡‐ヰェーーーュ･凸●中卓一一一=1L=士＝軍凸■ｰ凸一一ゥ凸一一一一一手志昏→,▽●q七0一・一e一句･一▽一一一一一一一一一一｡－e凸十一一U一ｰ◇●■◆一毎－一一一今一△争凸エロ0－L一一一一一一一一-－－－→や毎'一◇岸争一晶一■一一一一一●L一二子再d‐.‐や－－Bｰ心~-画↓一ら△一一一＝一，一心今“｡-■毎一一ー一一一一一一字一一一一一章.←一・争一一-一一一+争一●－－◇寺◇一一一一一一-一一一一一一一一一一寺一命■－－一寸七一一一

･校内研修のサポート，アドバイス。

･今日のような事例を交えた参加型の研修会もできたらと考える。臨床心理士による

講演なども開催できたら。

事例に対するアドバイス・スーパーバイズ

･気軽にアドバイスもらえると嬉しい。

困難ケースへのスーパーバイズ。今回のような，事例検討の場は重要と感じる。

地域に対する'情報発信
4．－申→』■b季与L－■一一一一・■亘今■－■→ごーTe守一一●Ic－－－e一一一一凸一Fー→＝今▲一③－●一幸一一一→一一一■■一一口一一一一▲一一一ー一一一一0ｰ▲一一一一今■今▲一一一●』■1一1字一宇■■。'旬1画I■'ぬヨー今▲令一今－－屯■○で－－－『ーマーーー＝幸一＝一・｡■口中■手■写■｡■■－－画一旬一~一一■ーー中■凸L“C－L今■●●Iｰ■ー司寺~一一一＝中章■｡＝0ーI中一一一一一二一一一一-一一』←■一一今一・一一一一・一一一二－一一一一一一→＝一一今一一一一争一一③→守一÷一

･社会の人達に，もっと職種のアピールをしてもらい，日常的な支援に。

当事者，家族への対応の背景にある，地域社会の変化を働きかける必要がある。専

門の方々のとらえられる社会の問題に対する発信も期待している。
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大学院生を対象とした教育改革に向けてのアンケート

｢臨床心理学的地域支援｣に関するアンケート①

次年度､現場体験を含めた地域支援に関する実践演習科目(選択科目)の設置を予定しています｡より実践的な

カリキュラムづくりのため､アンケートを実施いたします｡アンケート結果は公表に当たって,個人が特定されないよ

う配慮いたします｡また,回答することによって不利益を被ることはありません｡よろしく御協力ください｡回答欄が

足りない場合には裏面を御使用ください。

平成23年

（

1年

月○記入日

○氏名

○学年

日

）

2年

1．相談室のように来談形式の支援と比較して､セラピストが実際に地域に出向いて行う｢臨床心理学的

地域支援｣を､どのような活動だとイメージしますか。自由に記述してください。

１

１

１

2.現在､「臨床心理学的地域支援｣に興味･関心はどの程度ありますか。

かなりある。少しある・どちらでもない。あまりない・全くない

3．2．の回答について､そう思う理由を記述してください。

4.将来､「臨床心理学的地域支援｣を行ってみたいと思いますか。
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6.臨床心理士として｢臨床心理学的地域支援｣を行う際､どのような知識やスキルが必要だと思います

か。自由に記述してください。

［
7．6．の知識やスキルは､現在のカリキュラムの中で､習得できると思いますか。

とてもそう思う。少しそう思う・どちらでもない。あまりそう思わない．全くそう思わない

8．6．の回答について､そう思う理由を記述してください。

［
9．6．の知識やスキルを､さらに習得するためには､どのような授業や実習が必要だと思いますか。

［
10･実際に地域に出向くような｢臨床心理学的地域支援｣に関する演習科目が開講されたら､受講したい

と思いますか。

とてもそう思う。少しそう思う・どちらでもない。あまりそう思わない・全くそう思わない

11.10.の回答について､そう思う理由を記述してください。

I

質問は以上になります｡ご協力ありがとうございました。
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大学院生を対象とした教育改革に向けてのアンケート結果

○「臨床心理学的地域支援」のイメージ

地域に実際に出向いていく援助
~■~■■■●■■a｡■｡即U叩｡■q4dC甲■■C■T■ゥC自由■甲●巳●巳C①●①必eeee申晶■』■■■■■叩｡■I｡■cc4阜早一Gee圭一③←毎宇■■●●←eいいb●争阜LL阜司e-eeeeﾏｰ--③訂ママ寺③●0寺--①●③七③手G-F寺=④④e七●｡bTr■P■■訂■1TI1甲『■■■■L■■晶申■■●a阜与■■■LIL■早早早凸L上■■L宇伊_争争●+口eeeGeeee←---令伊■+③＝③一-一一③←eeee■毎●毎---舎守③_q守--P

･相談室のように来談形式だと，ある程度，活動'性がなければならず，地域に出向くこと

も必要なことだと感じる。災害時のように，実際に生活の中で関わることができ，相談

室とは違う面をみることができる活動だというイメージ。

臨床心理士が実際に足をのばし，地域の様々な機関や人々の支援を行っていく活動。地

域全体を支援していくこと ○

コミュニティへの積極的な関与
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･積極的で，予防や地域支援のシステムづくりなどに関与するイメージ○

･来談の場合は対個人であったり多くても家族や関係者数人のイメージがあるが，地域支

援となると一般の人も含めたもっと広い範囲のコミュニティと関わる印象。

予防的観点に立った援助
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･問題を抱えたクライエントが来談する相談室とは異なり，より地域衛生的予防の視点に

重点を置いた活動。

心理士はコミュニティ感覚を持ち，その場で関わりを持つ専門家や非専門家の方々とコ

ラボレーションしながら予防的なアプローチを優先させて，黒子のように影から全体的

サポートを行う。その際，対象者を社会的文脈でとらえ，病理‘性よりも健康‘性に焦点を

当てる。

地域の臨床心理学的ニーズを自ら見つけていく視点の必要'性
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･地域の中で埋もれている問題やニーズを見つけ，地域の持っている力を活‘性化していく

お手伝いをする活動であり，開かれた臨床心理活動だとイメージする。

･保健センター，病院，学校， その他いろいろな ． ミュニティで講演を行ったり，また地

域で行われている様々な活動に参加していく中でニーズを見つけて対応していく…とい

ったようなイメージ。

他職種との連携の必要‘性
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･相談室での支援と比べて，一層のグループでの連携が求められ，役割分担と，それを統

括するリーダーの存在が必要。

じジつ くり深く向き合っていくというよりも ， いろんな方と協力しながら横につながって

広がりながら，クライエントさんを支援していくようなイメージ。

その他
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･集団療法など地域の子どもや人への支援を行うこと。

･被災地支援等（災害を被った人々の心のケア)，遠隔地における母子支援（発達相談

など） ’ 精神保健福祉活動と似たイメージ。
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｢臨床心理学的地域支援｣への興味｡関心将来｢臨床心理学的地域支援｣をやってみたいか
ど

1

○「臨床心理学的地域支援」を行う際に必要だと思う知識やスキルについて

集団に対して働きかける力やコミュニケーション能力

･地域に合わせて，それぞれの集団性を崩すことなく，中に入っていくスキル。個人でな

く，集団に働きかける力。

･地域の中に入っていく力だと考えられる。地域支援では，地域に受け入れられないこと

には何もできないと考えられ，どのようにして，地域のつながりを作っていくのかとい

うことが，カギになると考えられる。

地域を見立てる力

･環境全体を見立てる力やその集団の力動がどんな風に動いているのかを見立てる力。そ

の上で個人を見立て必要な援助を考えるための知識やスキルが求められると,思う。

｡何よりもアセスメント能力だと思う。個をみる目，集団をみる目，コミュニティを見る

目，多くのコミュニティがどのように影響し合っているのか等のアセスメントができる

ことが必要だと,思う。

臨床心理学的およびその他の幅広い知見をもつこと

。|臨床心理学の視座からどのように地域支援を行っていくかについて，コミュニティ心理

学，集団心理学の知見をはじめ，高度な心理臨床スキル。

・どのような活動を行うかによっても異なるかと,思うが，発達や医学的な知識など臨床心

理学だけに偏らない広い知識や積極的に地域に入っていく社会性や自主‘性なども必要だ

と‘思う。

地域文化や特色の理解

．“地域”への支援なので，その土地のもつ特性，人々の特性や歴史，社会事情方言など，

その地域に関する多くの知識が必要だと思う。

･地域についての文化や歴史的背景を知り，それぞれの地域に合った介入をする必要があ

房1
‐○
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知識やスキルを現在のカリキュラムの中で

習得できると思うか
授業が開講されたら受講したいか

あまりそう

思わない

1人(3％）

あまりそう

思わない

11人(35％）

そう思う

(29％）

し
人

、
，
Ｉ

ノ

ｑ
》

､負』

どちどちらでもない

11人(35％）

）

○知識やスキルを習得するために必要だと思う授業や実習の内容について

その他

88

地域に直接出向いた形式での実習・授業

･実|際に地域に出向いて，その土地で何が問題になっているのかを知り，それに対して

心理士に何が出来るかを考えられる授業や実習が必要。

･机上で得られる知識だけでなく，実|際に現場を見たり，かかわってみるような経験が

できれば良いと,思う。

集団を扱うような実習・授業

．実際に集団やグループを使ったり，対個人だけでなく，対集団の支援に関する授業や

実習。

．実際に集団に働きかけたり，集団を動かしたり，集団の前に立つ実習のようなものが

必要なのだろうかと,思う。

学生自身が主体的に動く形式の授業・実習

･学生自身がグループを組んで，マネジメントを行う経験をしたり，プレゼンテーショ

ンを行って，多職種に分かりやすく伝えるコミュニケーション能力を養うような授業

があれば良いと思う。

．ある程度，学生の自主性が発揮できるようなところ。現在の実習先では，どうしても

"見学”的な要素が強いと,思います。学校領域などを除いて。

･地域の中に入っていくための心得と，その中での臨床家としてのあり方を学ぶ授業が

必要だと思う。

．“地域研究”のような，地域が変われば，あらゆる事情が異なるという，“異文化”に

ついて知ることができる授業。


